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A.研究目的 

 紀伊半島南部では 1950-1960年代に ALSの多発

が認められたが、最近は、発症率の低下や発症年齢

の高齢化など疫学的変化が認められている．これら

の変化に環境・生活習慣など外的要因の関与が推察

されるが、その具体的な内容は必ずしも明らかでは

ない．当地域の ALS減少に関連する外的要因を究明

することは、ALSの発症要因の解明や発症予防を検

討する上で重要と考えられる．本研究では紀伊半島

南部多発地において ALS発症頻度の低下と関連し

て 1960年代と現在とで生活・食習慣にどのような

変化が認められたかを明らかにする． 

 

B.研究方法 

 紀伊半島南部の大島地区住民と穂原地区住民、及

び対照地区住民(紀伊半島北部山間部など)を対象と

し、生活・食習慣の変化に関する自記式アンケート

を実施した．食品摂取頻度、嗜好、仕事の内容、身

体疲労、飲み水等に関する 63項目の質問について、

若い頃 (20-30歳代、1960年代を想定)と現在での違

いを、「よく食べた」（毎日~隔日程度）、「滅多に食

べなかった」（週に 1回以下）、或いは、「多かった」、 

 

「あまり多くなかった」の 2項選択で回答を求めた．

大島地区では本アンケートを住民健診時（平成 24

年 7月 28-29日）、穂原地区では穂原講演会(同年 11

月 25日)、対照地区は地区集会時（同年 10月 22日）

に実施した． 

 これらのアンケート調査結果と、住民健診での

検査結果を比較し、生活習慣が健康に及ぼす影響

につき検討した．住民健診では、身体測定、認知

症の検査として HDS-R, MMSE, FAB, においの

検査（カード型嗅覚同定検査）、血清元素測定、

DNAの酸化的ストレスの指標とされる尿中

8-OHDG測定を実施した． 

 倫理面への配慮について、生体試料採取や臨

床・個人情報収集に際して倫理的側面に充分配慮し、

文書を用いた説明と本人の自由意志による同意を得

てから実施した．本研究は関西医療大学倫理審査委

員会で承認を得た（10-03）． 

C.研究結果 

 本研究への参加者は大島地区 71名（男性 15名、

女性 56名、平均年齢 76.2±8.2歳）、穂原地区 16

名、対照地区 10名でアンケートの回収率は 100%で

あった． 

目的：紀伊半島南部地域の ALS 発症頻度の低下に関する要因を究明するため、1960 年代と現在を比較

し当地域の生活・食習慣の変化を明らかにする．方法：紀伊半島南部地区、対照地区住民に、食品摂取

頻度、仕事、身体疲労、飲み水などに関して 1960年代と現在の変化を尋ねる自記式アンケートを実施し

た．結果：当地域では近年、食パン、乳製品、野菜サラダの摂取頻度の増加など食習慣の欧米化、食品

調達の広域化、農・漁業就労の頻度減少による力仕事の著減、町水道の利用増加で飲用水の水質の均一

化が認められた．考察：これらにより、抗酸化物質等の摂取増加、激しい身体負荷の軽減がもたらされ、

ALSの危険因子とされる酸化的ストレスや外傷を軽減する要因として作用した可能性が考えられた． 



  
                 
 

 

 １．食品摂取頻度で、1960年代に「よく食べた」

が現在では摂取頻度が減少した食品として、ごはん

（1960 年代 88.7%から現在 59.2%に、以下同様）、

漬け物（85％から 65％）、味噌汁(82％から 41％)、

海藻(76％から 62％)が認められた．一方、1960 年

代に比し現在摂取頻度が増加した食品として、食パ

ン（40.8%から 76.1%）、野菜サラダ(48％から 69％)、

卵料理（45％から 65％）、乳製品（19％から 44％）

が認められた．一方、魚介類・干物や煮野菜の摂取

頻度は、1960年代も現在もともに「よく食べる」が

80%以上であり、肉料理も摂取頻度は多くないが

1960年代も現在も同様に 25-30%であり、年代によ

る変化はなかった．副食の欧米化を検討するため、

乳製品(牛乳、チーズ、ヨーグルト)、卵料理、野菜

サラダの 3品のうち、全く摂らない、１品、2品、3

品摂取する者の頻度を 1960年代と現在（2010年代）

で比較した．1960年代にこれら欧米化食品を全く摂

らなかった者が 33.8%から 4.2％に著減し、逆に 3

品摂る者が 21.1％から 42.3％へと 2 倍に増加した

（図１）．副食に欧米化食品を多くとる住民では主食

に「食パン」を摂る者が有意に多かった（p<0.05）． 

 現在「食パンをよく食べる」と回答した住民では、

血清無機リンが高く（p<0.05）、収縮期血圧が低値

（p<0.05）を示したが、骨密度は低値（p<0.05）で

あった．現在「野菜サラダをよく食べる」と回答し

た住民では、体重、身長、握力が高値（各々p<0.05）

で、さらにカード型嗅覚同定検査、MMSE、および

FAB で高得点（各々p<0.05）を示した (図２)．一

方、現在「干物をよく食べる」と回答した住民では、

血清無機リン、血清 Mg が低く（各々p<0.05）、血

清 Feと尿中 8-OHDGが高値（各々p<0.05）であっ

た（図３）． 

 このような食生活の欧米化傾向は、穂原地域住民

でも認められ、欧米化食品 3品を摂取する者の割合

は、14.3% から 60％へと増加した．対照地区住民

でも同様に 22.2％から 50％へと増加した． 

 食品の入手方法は、スーパーマーケット利用が約

30%増加した（図４）． 

 ２．仕事の内容の頻度は、力仕事（1960年代 56.3%、

現在 9.9%）や漁業（1960 年代 32.2%、現在 7%）、

林業、水田は激減したが、畑仕事は（1960年代 50.7%、

現在 39.4%）緩やかな減少であった（図５）．1960

年代に「漁業や力仕事をよくした」と回答した住民

では、骨密度若年比と血清 Fe 値が高値（各々

p<0.05）を示したが、血清アルブミン値は低値

(p<0.05) を示し、尿中 8-OHDG 値が高値を示す傾

向がみられた(P=0.197)． 

 ３．飲用水として井戸水利用は、1960年代 43.7%、

現在 1.4%と著しく減少したのに対し、水道水利用は、

1960年代 32.4%、現在 87.3%と著明に増加した（図

４）．大島地区では水源の変更で串本地区同様の水質

となった． 

D.考察 

 当地域では、1960 年代に比較して近年は、摂

取食品として食パンを主食とする頻度が増加し、さ

らに副食として乳製品や卵料理、野菜サラダの摂取

頻度が増加するなど食生活の欧米化が認められた．

これらにより、蛋白、脂質、ミネラル、抗酸化物質

（レチノールやトコフェロール類）、ビタミン類の摂

取量の増加が推察され、住民の身長・体重の維持や

認知機能検査での高得点に寄与した可能性が推察さ

れた 1．さらに食品調達にスーパーマーケット利用

が進み，他地域からの食品の購入が進んでいること

が確認された．また、労働内容では畑仕事は継続し

ているが、漁業などの力仕事の頻度が減少している

ことが確認された． 食生活の欧米化や激しい身体負

荷の軽減が ALS の危険因子とされる酸化的ストレ

スや外傷の頻度を軽減する要因として作用した可能

性が考えられた 2． 

 一方、飲用水は、従来多発地とされた地域の河を

水源とした水道水が広く利用されていることが確認

された．食生活や身体負荷の軽減は対照地域でも同

様に認められたが，河川や飲用水は当該地域に特異

的であり、Caなど必須元素の極めて低い水質であっ

た．河川や飲用水の Ca 低値による影響が、住民の

食生活の欧米化や食品調達の広域化で改善されてい

る可能性が考えられた． 

E.結論 

 本研究では、1960年代に比較して現在、紀伊半島

南部地域において食生活の欧米化、食品調達の広域

化、重労働など身体負荷の軽減など食・生活習慣に

著明な変化があることが確認された．これらが ALS

の危険因子とされる酸化的ストレスや外傷を軽減す

る要因として作用した可能性が考えられるが、その

機序について今後さらに検討が必要である． 



  
                 
 

 

 

 
図１．欧米化食品を「よく食べた」と回答した住民

の割合．欧米化食品として，乳製品，卵料理，野

菜サラダとした. 副食に欧米化食品を多く摂る住

民では主食に「食パン」を摂るものが有意に多かっ

た ( p < 0.01). 

 

 

図２．「現在野菜サラダをよく食べる」と回答し

た住民の特徴．野菜サラダをよく食べる者では、

身体計測、認知症検査で高得点を示した． 

 

 
図３．「現在干物をよく食べる」と回答した住民

の特徴．干物をよく食べると回答した者は、尿中

8-OHDG値が有意に高値を示した（p<0.05）． 

 

 

図４．生活習慣の変化 

「よく利用した」「滅多に利用しなかった」の２

項選択で回答を求めた．井戸水とわき水の利用は

減少し、各種食品購入のスーパー利用が増加した． 

 

 
図５．仕事の変化．「よくした」「滅多にしなかっ

た」の２項選択で回答を求めた．力仕事や漁業の

頻度は著減した． 
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